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韓国における「民族」概念の成立
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3　 『定宗實錄』定宗 1 年 7 月 10 日。
4　 『世宗實錄』世宗 16 年 1 月 12 日。
5　 『成宗實錄』成宗 18 年 11 月 21 日。













































7　 『世宗實錄』世宗 1 年 7 月 6 日。
8　 『世祖實錄』世祖 3 年 7 月 13 日。
9　 『中宗實錄』中宗 39 年 3 月 29 日。
10　 「族類」という語は、高麗時代あるいはそれ以前から使われていた可能性がある。
11　 『英祖實錄』英祖 49 年 5 月 2 日、『正祖實錄』正祖 20 年 3 月 27 日。








































13　『中宗實錄』中宗 34 年 10 月 20 日。
14　『明宗實錄』明宗 10 年 9 月 27 日。
15　『宣祖實錄』宣祖 38 年 8 月 21 日。
16　『英祖實錄』英祖 23 年 12 月 26 日。
17　『英祖實錄』英祖 38 年 4 月 2 日。






















「奴」 や 「婢」 を区別してどうして愛する同胞であると思えようか」と言い、内奴婢 3 万




















19　『宣祖實錄』宣祖 27 年 5 月 27 日。
20　『英祖實錄』英祖 26 年 7 月 3 日。
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で使い始めたのが日本であった。日本では 1870 年代初頭にすでに nation を「民族」と翻
訳している。中国でもこれにしたがい、梁啓超が 1903 年頃に自身の論文の中で「民族」
と「国民」を区別してそれぞれの概念を定義していた。韓国では 1906 年以降、主に梁啓
超の影響を受けて「民族」という語が使われ始め、「大韓民族」「朝鮮族」などの呼称が作
られた。しかし、当時国内で「民族」よりも多く使われた語は「国民」であって、これは
韓国人が「新国民」になるという切迫した目標から出たものであった。ところが 1907 年
の下半期（高宗譲位）以後、大韓帝国は形骸化していき、「新国民」もまた期待しにくい
状況となる。ここにおいて、国権回復と新国家建設の主体として新たに浮び上がった概念
が「民族」であった。国家のない状況においても「民族」は生き残ることができ、また国
権回復運動の主体にもなれるという見込みからである。このような過程で形成された「民
族」概念は、その内部に平等主義的な要素を持ち、また近代国民国家の建設の主体として
設定されたことから、「近代民族」、いわゆる nation の意味を持つようになったのである。
植民地時代を通して、民族主義者たちは、「民族」を独立運動の主体、新国家建設の主体
として設定した。
　以上、韓国における「民族」概念の発展とその定着過程を考察してきた。この考察から、
韓国における「民族」概念の確立は、20 世紀初頭の韓国の歴史的な現実と密接な関連を
持ち、したがって韓国的な特性を持つものであることが確かめられた。
